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4月号
平成22年

地元の社会福祉の充実に役立ててもらおうと、３月
11日呼子小学校児童会が空き缶のプルタブを集め
て延寿荘(呼子町殿ノ浦)に車いすを寄附しました。

プルタブを集めて車いすを寄附

指文字は相手から見た形を表しています
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唐津市図書館が100周年を迎えます！
　唐津市図書館は、明治43年(1910年)に東松浦郡教育会図書館として発足しました。その後、大正15年に唐

津町図書館となり、昭和７年に市制施行により唐津市図書館と改称しました。平成４年11月からは唐津市近

代図書館と名称変更し現在にいたっています。今年、県内で最も早く100周年を迎えます。

利用者のみなさんからのことば

図書館100周年記念事業
100周年を迎えるに当たり、記念事業を開催します。

詳しい時期や内容については、随時、市報、行政放送、ホームページでお知らせします。市民のみなさんの

参加をお待ちしています。

事業内容
　記 念 式 典　オープニング(ブラスバンド・コーラスなど)、図書館功労者表彰、図書館の歴史上映 など

　記念イベント　「常
とき

田
た

富
ふ

士
じ

男
お

さんと朗読コンサート」

　百周年記念誌　「百年の歩み」刊行

　特 　 別 　 展
　　○「からつの百年」展

　　　�図書館の百年の歴史と図書館で使用した道具類、明治期からの古い郷土関係の図書や唐津の古写

真のパネルなどをはじめ、映画「青い山脈」の脚本を手がけた北波多出身の井
い

手
で

俊
とし

郎
ろう

氏や、刀町出

身の洋画家秋
あき

玲
れい

二
じ

氏の紹介などを展示します。

　　○全国巡回の美術展「海を想
おも

う」展(洋画・日本画)の開催

　　○郷土作家、唐津出身の秋玲二生誕100年の美術展

本をたくさん読もう！　―  2010年は「国民読書年」―
　読書の街づくりの広がりやさまざまな読書に関する市民活動の活性化な

ど、読書へのみなさんの意識を高めるため、政官民が協力し、あらゆる努力を

重ねることを目的に「国民読書年」を国が定めています。

　今の図書館が唐津駅前に建設されたことについ

てはいろいろな意見がありますが、最近は駅ビル

の中にできるなど、市の中心部に図書館を造るの

は珍しくなくなってきました。

　その意味では今の図書館は時代を一歩先んじて

いたといえるのですが、その結果としていろいろ利

用しにくい面もあります。より市民に身近な役に立

つ存在に成長していくことを期待しています。

友の会会長

高
たか

園
ぞの

　博
ひろ

光
みつ

 さん

　学生のころ、図書館で勉強させていただき、十数
年後、子どもと一緒に紙芝居や絵本を借りに行っ
て、子どもの喜ぶ顔をみて幸せを感じ、その子ども
たちの手が離れるとボランティアでお世話にな
り、将来は孫といっしょに……
　思えば、図書館にどんなに癒されていたことか
と、つくづく感じます。ありがとうございます。
　今後も唐津市民の方々の癒しの場としてますま
す重要な場所になってください。

ぴよぴよ絵本の会会長

脇
わき

山
やま

　延
のぶ

江
え

 さん

近代図書館(☎72-3467)
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唐津市図書館と過ごした100年の記録
開館～ 25周年の出来事

25周年～ 50周年の出来事

50周年～ 75周年の出来事

1910年(M.43)
1915年(T.  4)

1919年(T.  8)
1923年(T.12)
1926年(T.15)
1929年(S.  4)

1932年(S.  7)
1935年(S.10)

東松浦郡教育会図書館を創設。
唐津で全国図書館大会を開催。同時に、私立佐賀図書館
唐津分館を併設。『東松浦郡教育会・佐賀図書館連合
立図書館』とする。
北城内に新築の図書館が完成。（元東松浦郡医師会館）
佐賀図書館より分離。再び、東松浦郡教育会図書館となる。
東松浦郡役所廃止。唐津町図書館となる。
私立佐賀図書館が県立図書館に移管。唐津分館は廃止
となり、図書は唐津町図書館へ無償譲渡される。
市制施行。唐津市図書館と改称。
文部省より経営成績佳良につき選奨される。この記念
に大時計を購入。（現在も館長室に設置）

1936年(S.11)

1950年(S.25)
1954年(S.29)
1956年(S.31)
1957年(S.32)

1959年(S.34)

市中心部、大手口通り（現在の裁判所敷地内）に新館が完
成。
旧武徳殿跡(西城内)の中部公民館へ移転。
同上敷地内に新館舎が完成。子ども室・郷土室の設置。
水辺図書館を西の浜にて開設。
開架方式を採用して書庫を開放。図書目録を簿冊式から
カード式に改める。また、この年から夏季の10日間 ｢こか
げこどもとしょかん｣を開設。昭和43年まで続く。
巡回文庫を開設。

1961年(S.36)
1963年(S.38)
1966年(S.41)

1969年(S.44)

1970年(S.45)

1972年(S.47)
1974年(S.49)
1984年(S.59)

図書館｢創始50年｣の記念式典挙行。
高校生の｢読書体験・感想文コンクール｣を始める。
館内の改装工事を施工。公開書架室、談話室、ママさん
コーナーを設ける。また、この年から小・中学生の ｢童話
コンクール」、｢作文コンクール｣を始める。
敷地を曳山会館建設用地に転用されたため、旧唐津市体
育館内２階(東城内)の仮館舎へ移転。
臨時市議会で図書館・中部公民館改築工事請負契約締結
議案を可決し、工事に着工。8月に新館落成式。同時に、図
書館「開設60周年」記念式典を挙行。10月より新館での
図書館業務開始。
移動図書館車｢まつかぜ｣運行開始。
学校文庫を開始。
市財政再建計画の一環として12年間運行の移動図書館
車 ｢まつかぜ｣を廃止。移動図書館車にかわり、公民館文庫
を開始。（市内12館）

←�唐津町図書館
の様子
� （昭和初期）

↓�創設当時の図
書館日誌など

↑�昭和36年ころ
の閲覧書架

↑昭和45年ころの図書館(現唐津市水道庁舎)

75周年～ 100周年の出来事
1989年(H. 1)
1991年(H. 3)
1992年(H. 4)

2002年(H.14)

2004年(H.16)
2009年(H.21)

公民館文庫を市内全公民館15館に設置。
唐津市近代図書館本体工事開始。
唐津市近代図書館と改称しオープン。おはなしの会まつ
ぼっくりによる読み聞かせ開始。
本が育む親子の絆事業の開始。ボランティア（ぴよぴよ絵
本の会）による読み聞かせ開始。
子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大臣表彰受賞。
ブックスタート事業開始。↑現在の近代図書館

↑昭和45年ころの図書館閲覧室の様子

↓�昭和36年こ
ろの図書館
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お
よ
び
離
婚
の
届
出
を
さ
れ

る
人

【
調
査
方
法
】

　�

各
種
届
出
を
さ
れ
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
職
業
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。例
え
ば
、「
教
師
」

や
「
看
護
師
」
の
人
は
専
門
・

技
術
職
、「
小
売
店
主
」
や

「
販
売
訪
問
員
」
の
人
は
販
売

職
、「
美
容
師
」、「
調
理
師
」、

「
飲
食
店
主
」、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
」
の
人
は
サ
ー
ビ
ス
職
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　�

ま
た
、死
亡
届
に
は
、農
業
、建

設
業
、不
動
産
業
、と
い
っ
た

産
業
も
あ
わ
せ
て
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※�

窓
口
に「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ
れ

る
方
に
お
願
い(
職
業
・
産
業

例
示
表)

」
を
備
え
て
い
ま
す

の
で
、参
考
の
上
、記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
　
市
民
課
（
☎
７
２
‐

９
１
２
０
）
ま
た
は
各
支
所 

市

民
福
祉
課

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、平

成
22
年
度
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
別
）
に
つ
い
て
、評
価
額
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】

　
４
月
１
日(

木)

か
ら

　
６
月
30
日(

水)

ま
で

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
15
分
ま
で

※�

土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

た
だ
し
、４
月
３
日(

土)

・
４

日(

日)

の
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
、本
庁
税
務
課
固

定
資
産
係
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
縦
覧
場
所
・
縦
覧
区
域
】

・
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
係

  (

全
市
分)

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
係

  (

各
支
所
管
内
分)

【
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
】

・�

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、土

地
の
固
定
資
産
税
納
税
者

・�

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、家

屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者
が

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�
納
税
者
と
同
一
世
帯
の
人
、ま

た
は
委
任
状
を
持
参
し
た
人

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
手
数
料
】

　
無
料

【
注
意
事
項
】

　�

縦
覧
受
付
窓
口
で
縦
覧
資
格

の
確
認
を
し
ま
す
の
で
、運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、縦
覧
帳
簿
の
コ

ピ
ー
や
撮
影
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　�

い
つ
で
も
、自
己
の
資
産
に
つ

い
て
名
寄
帳
で
閲
覧
で
き
ま

す
。(

縦
覧
期
間
中
は
、
閲
覧

手
数
料
は
無
料
で
す)

代
理
人

の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で

す
。

　�

ま
た
、賃
借
権
の
あ
る
土
地
・

家
屋
に
つ
い
て
は
、借
地
・
借

家
人
な
ど
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、契
約
書
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、閲

覧
手
数
料
と
し
て
１
件
に
つ

い
て
300
円
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
　
税
務
課
固
定
資
産

係
（
☎
７
２
‐
９
１
１
８
）
ま
た

は
各
支
所 

市
民
福
祉
課

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
固
定
資
産

評
価
額
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

人
命
救
助
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
１
月
19
日
、七
山
滝
川
「
鳴
神

温
泉
な
な
の
ゆ
」
で
発
生
し
た
救

急
事
故
現
場
に
お
い
て
、
心
肺

停
止
状
態
に
な
っ
て
い
た
67
歳

の
男
性
に
対
し
、従
業
員
の
２
人

が
、救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
っ
て
、迅
速
か
つ
的
確
な
人

命
救
助
を
行
い
、男
性
の
命
を
救

い
ま
し
た
。

　
こ
の
救
助
活
動
を
行
っ
た
㈱

「
鳴
神
温
泉
な
な
の
ゆ
」
に
対
し
、

３
月
２
日
、坂
井
俊
之
唐
津
市
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口

動
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
み
な
さ
ん
か
ら
の

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お

よ
び
離
婚
の
各
種
届
出
を
も
と

に
、出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を

調
べ
る
も
の
で
す
が
、国
勢
調
査

の
行
わ
れ
る
年
に
は
、人
口
動
態

職
業
・
産
業
調
査
を
実
施
し
、届

書
に
職
業
の
記
入
も
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。な
お
、

死
亡
届
に
は
あ
わ
せ
て
産
業
の

記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、今
後
の
厚
生
労

働
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

　
本
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、届
出
を
さ
れ
る
際

は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
期
間
】

　�

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

【
調
査
対
象
者
】

　�

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻

▲�左から小松真也さん、諸熊定輝社長、坂井市長、
安田信昭さん
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市
で
は
、こ
れ
か
ら
の
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し

た
、暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
を

つ
く
り
だ
す
た
め
に
、都
市
機
能

の
無
秩
序
な
拡
散
を
防
止
し
、既

存
の
施
設
な
ど
を
有
効
に
活
用

し
つ
つ
、多
様
な
都
市
機
能
を
コ

ン
パ
ク
ト
に
集
約
し
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
転
換
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
の
手

法
と
し
て
、都
市
機
能
の
均
衡
あ

る
配
置
を
図
る
た
め
、広
域
的
に

都
市
構
造
や
都
市
基
盤
に
大
き

な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
床
面
積
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
大
規
模
集
客
施
設

の
立
地
を
制
限
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
22
年
３
月
１
日
に
本
市
の

準
工
業
地
域
全
域
を
対
象
と
し

て
、
特
別
用
途
地
区(

大
規
模
集

客
施
設
制
限
地
区)

を
都
市
計
画

決
定
し
ま
し
た
。

　
特
別
用
途
地
区
内
の
建
築
行

為
に
係
る
規
定
は
、各
自
治
体
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
る
こ

と
か
ら
、特
別
用
途
地
区
（
大
規

模
集
客
施
設
制
限
地
区)

内
の
建

築
制
限
を
規
定
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
地
域
】

　�

唐
津
都
市
計
画
区
域
内
の
準

工
業
地
域
全
域

　
約
98
・
７
ha

【
施
行
日
】

　
平
成
22
年
３
月
10
日

【
条
例
の
主
な
内
容
】

○�

大
規
模
集
客
施
設
は
、特
別
用

途
地
区
（
大
規
模
集
客
施
設
制

限
地
区
）
内
に
お
い
て
新
た
に

建
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

○�

条
例
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

50
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

【
大
規
模
集
客
施
設
と
は
】

　�

劇
場
、映
画
館
、演
芸
場
も
し

く
は
観
覧
場
ま
た
は
店
舗
、飲

食
店
、展
示
場
、遊
技
場
、勝
馬

投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券

売
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で

そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分(

劇

場
、映
画
館
、演
芸
場
ま
た
は

観
覧
場
の
用
途
に
供
す
る
部

分
に
あ
っ
て
は
、客
席
の
部
分

に
限
る)

の
床
面
積
の
合
計
が

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の
で
す
。

※�

施
設
に
付
属
す
る
駐
車
場
の

部
分
の
床
面
積
は
、「
大
規
模

集
客
施
設
」
の
床
面
積
に
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

※�

条
例
の
詳
細
や
詳
し
い
地
域

に
つ
い
て
は
、唐
津
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
く
ら
し

の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
→
市
政
・

総
合
計
画
→
都
市
計
画
→
「
唐

津
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
」
を
定
め
ま
し
た
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
　
都
市
計
画
課

(

☎
７
２
‐
９
１
３
５)

「
唐
津
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た

唐津城 虹の松原 

鏡 山 

浜玉浄化センター 

唐津農協本所

文化体育館 

唐津警察署 

九電唐津火力発電所

佐賀県ヨットハーバー

松浦橋

水産加工団地

対象区域 
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ま
た
、イ
ノ
シ
シ
は
、春
先
は

野
山
に
あ
る
タ
ケ
ノ
コ
や
ミ
ミ

ズ
な
ど
を
え
さ
に
し
ま
す
。

　
山
菜
採
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で

野
山
に
立
ち
入
る
と
き
は
、イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
出
没
に
よ
る
事
故

を
防
ぐ
た
め
、目
立
つ
服
装
や
、

ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
し
て
、

人
が
居
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
　
有
害
鳥
獣
対
策
室

(

☎
５
３
‐
７
５
０
１)

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
年
間
を
と

お
し
て
、農
作
物
に
被
害
を
お
よ

ぼ
す
イ
ノ
シ
シ
な
ど
有
害
鳥
獣

捕
獲
を
猟
友
会
の
協
力
の
も
と

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
２
か

月
間
県
に
お
き
ま
し
て
イ
ノ
シ

シ
の
緊
急
一
斉
捕
獲
を
行
い
ま

す
。駆
除
実
施
中
は
現
地
に
駆
除

の
期
間
や
作
業
中
を
表
示
し
た

看
板
を
設
置
し
、安
全
確
保
に
努

め
ま
す
。

　
市
で
は
漁
港
の
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
が
、最
近
、漁

港
お
よ
び
漁
港
海
岸
に
多
く
の

ご
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
漁
港
内
で
は
、ご
み
の
ポ
イ
捨

て
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
心
が

け
、
漁
港
を
美
し
く
し
ま
し
ょ

う
。

詳
し
く
は
　
水
産
課(

☎
７
２
‐

９
１
３
０)

【�

注
射
会
場
へ
犬
を
連
れ
て
行
く

際
の
注
意
事
項
】

①�

犬
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、制

御
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

②�

犬
が
脱
走
し
な
い
よ
う
に
、首

輪
な
ど
を
し
っ
か
り
し
め
、

リ
ー
ド
を
放
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

③�

安
全
の
た
め
小
さ
い
お
子
さ

ん
の
同
行
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。

④�

フ
ン
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、袋
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤�

凶
暴
な
犬
は
、車
か
ら
降
ろ
さ

ず
、係
員
も
し
く
は
獣
医
師
に

相
談
し
、そ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

【�

狂
犬
病
予
防
注
射
を
避
け
る
必

要
が
あ
る
犬
】

①�

病
気
経
過
中
お
よ
び
病
後
の

犬
②�

元
気
が
な
い
、食
欲
不
振
、発

熱
、下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る

犬
③�

妊
娠
中
お
よ
び
そ
の
疑
い
の

あ
る
犬
、ま
た
は
出
産
直
後
の

犬
④�

他
の
予
防
注
射
の
後
、２
週
間

を
経
過
し
て
い
な
い
犬

　
な
お
、こ
の
集
合
注
射
で
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
、動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
、発
行
さ
れ
た

注
射
済
証
を
市
役
所
に
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場

合
や
転
入
、転
居
し
た
場
合
、犬

の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
な

ど
、
犬
の
登
録
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、届
出
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は
　
環
境
対
策
課(

☎

７
２
‐
９
１
２
４)
ま
た
は
各
支

所 

市
民
福
祉
課

　
生
ま
れ
て
91
日
以
上
た
っ
た

犬
は
、狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
を
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、室
内
飼
育
の

小
型
犬
を
含
む
す
べ
て
の
犬
が

対
象
で
す
。

　
市
で
は
毎
年
各
地
区
で
、犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
接
種
の
集

合
注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。日

程
な
ど
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、回
覧
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。な
お
、登
録
済
み
の

犬
に
つ
い
て
は
、飼
い
主
の
み
な

さ
ん
へ
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

【�

狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注
射
）

に
係
る
料
金
】

・
登
録
手
数
料(

生
涯
に
１
回)

３
、０
０
０
円

・�

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付

手
数
料（
毎
年
１
回
）５

５
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

２
、５
０
０
円

※�

釣
り
銭
が
無
い
よ
う
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

野
山
に
入
る
と
き
は
ご
注
意
を
！

イ
ノ
シ
シ
の
緊
急
一
斉
捕
獲
を
行
い
ま
す

唐
津
の
海
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
！

▲浜崎海岸の様子
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唐
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

４
月
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健

康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
や

公
民
館
な
ど
で
行
う
集
団
健
診

と
一
緒
に
、が
ん
検
診
も
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
を
毎
年
受
診

し
て
、身
体
の
状
況
を
把
握
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

【
対
象
者
】

　
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者

　�

対
象
者
全
員
に
受
診
券
を
郵

送
し
ま
す
。た
だ
し
、次
の
人

は
受
診
券
の
交
付
申
請
が
必

要
で
す
。

・�

年
度
内
に
75
歳
に
な
る
国
保

加
入
者
（
誕
生
日
の
前
日
ま
で

受
診
で
き
ま
す
）

・�

４
月
２
日
以
降
に
国
保
に
加

入
し
た
人

※�

申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、受
診

券
に
同
封
さ
れ
て
い
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
　
保
険
年
金
課(

☎

７
２
‐
９
１
２
３)

40
歳
か
ら
74
歳
の
み
な
さ
ん
！
特
定
健
康
診
査
を
毎
年
受
診
し
ま
し
ょ
う

地区 月　日 会　　　場 地区 月　日 会　　　場

唐
　
　
　
　
　
津

４月19日(月) 唐津市保健センター

厳
　
　
木

７月15日(木) 本山小学校
４月22日(木)

長松公民館
７月16日(金) 岩屋公民館

４月23日(金) ７月20日(火)

厳木町保健センター
４月30日(金)

唐津市保健センター
７月21日(水)

５月 ６日(木) ９月 ５日(日)
５月 ７日(金) 半田ふれあいセンター ９月21日(火)
５月10日(月) 唐津市保健センター

相
　
　
知

６月28日(月)

相知町保健センター

５月11日(火) 長松公民館 ６月29日(火)
５月17日(月)

古代の森会館
６月30日(水)

５月18日(火) ７月11日(日)
５月19日(水) ７月12日(月)
６月 ７日(月) 唐津市保健センター ７月13日(火)
６月 ９日(水)

文化体育館
７月14日(水)

６月10日(木) ８月20日(金)
６月24日(木) 竹木場公民館 ９月 ３日(金)
６月25日(金) 唐津市保健センター

北
　
波
　
多

７月27日(火)

北波多総合保健センター

７月 １日(木) 大成公民館 ７月28日(水)
７月 ９日(金)

唐津市保健センター
７月29日(木)

７月10日(土) ７月30日(金)
７月22日(木) 大良公民館 ８月27日(金)
７月26日(月)

唐津市保健センター
８月29日(日)

８月 ２日(月)

肥
　
　
前

６月 ２日(水) 納所農漁民センター
８月 ９日(月) 人権ふれあいセンター ６月 ３日(木) 切木農漁民センター
８月19日(木) 湊公民館 ６月 ８日(火) 高串農漁民センター
８月22日(日)

高齢者ふれあい会館りふれ
８月 ４日(水)

肥前町保健センター
８月23日(月) ８月 ５日(木)
８月30日(月) 唐津市保健センター ８月 ６日(金)
９月 １日(水) 久里公民館 ９月 ４日(土)
９月 ６日(月) 唐津市保健センター

鎮
西
・
呼
子

５月24日(月)
呼子町高齢者福祉センター９月 ７日(火)

佐志公民館
５月25日(火)

９月 ８日(水) ５月26日(水)
９月12日(日)

文化体育館
５月27日(木)

打上中武道館
９月13日(月) ５月28日(金)
９月17日(金) 成和公民館 ５月30日(日)

鎮西公民館９月25日(土)
唐津市保健センター

５月31日(月)
９月27日(月) ６月 １日(火)

浜
　
　
玉

６月14日(月)

浜玉町保健センター

７月23日(金) 呼子町高齢者福祉センター
６月15日(火)

七
　
　
山

４月26日(月)

七山公民館
６月16日(水) ４月27日(火)
６月17日(木) ４月28日(水)
６月18日(金) ５月16日(日)
６月20日(日) ６月23日(水)
６月21日(月)

※�個別健診を希望される人は７月から12月の間に指定医療機
関で受診してください。６月22日(火)

８月 ３日(火)

唐津市国民健康保険特定健康診査日程� (受付時間：午前８時45分〜午前10時30分)
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③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
※�

た
だ
し
、自
動
車
税
な
ど
の
減

免
措
置
を
受
け
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
。

詳
し
く
は
　

障
害
者
福
祉
課
（
☎
７
２
‐

９
１
５
０
）
ま
た
は
各
支
所 

市

民
福
祉
課

　
市
内
在
住
で
在
宅
の
重
度
心

身
障
害
者
（
児
）
の
人
に
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
利
用
助
成
券
の
交
付

を
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

①�

視
覚
障
害
者
、下
肢
障
害
者
、

体
幹
障
害
者
、内
部
機
能
障
害

者
お
よ
び
上
肢
下
肢
重
複
障

害
者
で
、身
体
障
害
者
手
帳
第

１
種
１
、２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

②�

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

て
い
る
人

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
詳
し
く
は
　

障
害
者
福
祉
課
（
☎
７
２
‐

９
１
５
０
）
ま
た
は
肥
前･

鎮
西･

呼
子
の
各
支
所 

市
民
福
祉
課

　
市
の
離
島
在
住
で
在
宅
の
重

度
心
身
障
害
者(

児)

の
人
に
福

祉
船
舶
の
利
用
助
成
券
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

①�

身
体
障
害
者
手
帳
第
１
種
１
、

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②�

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け

い
た
人
へ
、２
月
、３
月
分
の

児
童
手
当
が
同
日
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

※�

次
回
以
降
の
支
給
日
に
つ
い

て
は
、後
日
対
象
者
へ
通
知
書

な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
申
請
方
法
】

　�

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、市
役

所
か
ら
４
月
中
旬
に
申
請
書

を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、担

当
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
場

合
な
ど
、申
請
書
が
届
か
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　�

今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
人

で
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、至
急
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

通
常
は
申
請
さ
れ
た
月
の
翌

月
か
ら
の
認
定
と
な
り
ま
す

が
、初
回
申
請
は
平
成
22
年
９

月
30
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら

の
認
定
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
者
】

　�

原
則
と
し
て
、子
ど
も
の
父
母

で
主
た
る
生
計
者
が
申
請
者

と
な
り
ま
す
。

※�

公
務
員
は
勤
務
先
で
の
申
請

と
な
り
ま
す
が
、独
立
行
政
法

人
な
ど
勤
務
先
か
ら
支
給
さ

れ
な
い
場
合
は
申
請
が
必
要

で
す
。

詳
し
く
は

福
祉
課(

〒
８
４
７
‐
８
５
１
１
・

西
城
内
１
番
１
号
・
☎
７
２
‐

９
１
５
１)

ま
た
は
各
支
所 

市

民
福
祉
課

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、子
ど
も
手

当
の
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
が
、平
成
22
年
３
月

31
日
時
点
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
た
人
に
つ
い
て
は
原
則

と
し
て
申
請
は
不
要
で
す
。

【
支
給
対
象
と
な
る
子
】

　�

出
生
か
ら
15
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
子

【
支
給
額
】

　
子
ど
も
１
人
に
つ
き

　
月
額
１
３
、０
０
０
円

【
支
給
方
法
】

　�

口
座
振
込
に
よ
り
支
給
し
ま

す
。

【
支
給
予
定
日
】

　
６
月
15
日

　（
４
月
、５
月
分
）

※�

な
お
、平
成
22
年
３
月
31
日
時

点
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

を
交
付
し
ま
す

福
祉
船
舶
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

子
ど
も
手
当
が
6
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！
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市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
福
祉
の
増
進
お
よ
び
健
康
保

持
増
進
を
目
的
と
し
て
、は
り
、

き
ゅ
う
お
よ
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
施

術
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　
指
定
施
術
所
で
施
術
を
受
け

た
際
に
、市
が
交
付
し
た
受
診
券

を
提
出
す
る
と
900
円
分
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
分
は
４
月
１
日

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】

　�

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

で
、前
年
度
の
市
県
民
税
課
税

所
得
額
が
145
万
円
未
満
の
人

※�

平
成
22
年
度
申
請
分
は
、平
成

20
年
の
所
得
に
応
じ
て
平
成

21
年
に
課
税
さ
れ
る
市
県
民

税
課
税
所
得
額

【
助
成
額
】

　�

年
度
内
60
回
を
限
度
に
施
術

１
回
当
た
り
900
円
を
助
成
し

ま
す
。

※
同
日
１
回
限
り

【
申
請
方
法
】

　�

印
鑑
を
持
参
し
、高
齢
者
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
　
高
齢
者
福
祉
課(

☎

７
２
‐
９
２
３
０)

ま
た
は
各
支

所 

市
民
福
祉
課

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
人

が
、福
祉
用
具
購
入
を
行
っ
た
際

に
、購
入
費
の
全
額
を
い
っ
た
ん

指
定
事
業
者
に
支
払
っ
た
後
で
、

福
祉
用
具
購
入
費
の
９
割
相
当

分
を
市
に
支
給
申
請
を
行
い
、払

い
戻
し
を
受
け
る
「
償
還
払
い
」

に
よ
り
介
護
給
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、市
で
は
こ
れ
と
あ
わ
せ

て
「
受
領
委
任
払
い
」
に
よ
る
給

付
を
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。

　「
受
領
委
任
払
い
」
と
は
、福
祉

用
具
購
入
費
用
の
全
額
を
い
っ

た
ん
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
低

所
得
者
を
対
象
と
し
て
利
用
者

が
自
己
負
担
分
の
１
割
相
当
額

の
み
を
指
定
事
業
者
に
支
払
い
、

保
険
給
付
分
の
９
割
相
当
額
を

利
用
者
か
ら
受
領
委
任
を
受
け

た
指
定
事
業
者
に
市
が
直
接
支

払
う
制
度
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、利
用
者
は
福
祉

用
具
購
入
費
の
全
額
を
指
定
事

業
者
に
支
払
う
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

【
対
象
者
】

①�
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受

け
た
人

②�

介
護
保
険
料
の
段
階
が
１
段

階
、２
段
階
お
よ
び
３
段
階
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

③
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人

※�

福
祉
用
具
を
購
入
す
る
前
に

申
請
を
行
い
承
認
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
受

領
委
任
払
い
」
を
希
望
す
る
人

は
指
定
事
業
者
ま
た
は
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
様
式
は
唐
津
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
　
介
護
保
険
課
給
付

係(

☎
７
０
‐
０
１
０
２)

は
り
、き
ゅ
う
お
よ
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

福
祉
用
具
購
入
費
の
受
領
委
任

払
い
制
度
を
開
始
し
ま
す

【
対
象
者
】

・�

肝
臓
移
植
を
受
け
、抗
免
疫
療

法
を
実
施
し
て
い
る
人

・�

認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓

機
能
障
害
の
あ
る
人

○
認
定
基
準
と
は
？

　�

主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の

重
症
度
を
分
類
す
る
「
チ
ャ

イ
ル
ド
・
ピ
ュ
ー
分
類
」(

肝

性
脳
症
、腹
水
、血
清
ア
ル
ブ

ミ
ン
値
、プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時

間
、血
清
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
に

よ
っ
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重

症
度
を
評
価
し
ま
す)

に
よ
っ

て
判
定
さ
れ
ま
す
。３
か
月
以

上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す
る

人
が
、お
お
む
ね
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
り
ま

す
。た
だ
し
、診
断
前
の
６
か

月
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取

し
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
申
請
書

・
診
断
書

※�

所
定
の
様
式
は
本
庁
・
各
支

所
窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

※�

診
断
書
は
、県
か
ら
指
定
さ
れ

た
医
師
が
作
成
し
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

・
顔
写
真(

縦
４
㎝
×
横
３
㎝)

※
帽
子
・
サ
ン
グ
ラ
ス
不
可

※
１
年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

・
印
鑑（
認
め
印
可
）

※�

手
続
方
法
や
認
定
基
準
の
内

容
、指
定
医
の
い
る
医
療
機
関

な
ど
に
つ
い
て
は
、本
庁
障
害

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
　
障
害
者
福
祉
課(

☎

７
２
‐
９
１
５
０)

ま
た
は
各
支

所 

市
民
福
祉
課

４
月
か
ら
肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者

手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
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戦
没
者
に
対
し
て
追
悼
の
誠

を
捧
げ
、あ
わ
せ
て
、平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
　
福
祉
課(

☎
７
２
‐

９
１
５
１)

ま
た
は
各
支
所 

市

民
福
祉
課

　
災
害
発
生
ま
た
は
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、Ｆ
Ｍ
か
ら

つ
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
、気

象
警
報
、土
砂
災
害
情
報
、避
難

勧
告
、避
難
指
示
な
ど
の
緊
急
放

送
を
す
る
た
め
の
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

○
Ｆ
Ｍ
か
ら
つ

　
開
局
日
　
４
月
25
日(

日)

　
周
波
数
　
86
・
８
Ｍ
Ｈ
ｚ

詳
し
く
は
　

防
災
課(

☎
７
２
‐
９
２
６
０)

　
旧
高
取
邸
に
興
味
が
あ
り
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

　�

旧
高
取
邸
へ
の
来
館
者
に
対

し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
邸
内

の
案
内
を
行
い
ま
す
。

【
活
動
時
間
】

午
前
の
部

　
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
午
後
１
時
ま
で

午
後
の
部

　
午
後
１
時
か
ら

　
午
後
４
時
30
分
ま
で

【
申
込
方
法
】

　�

電
話
ま
た
は
、住
所･

氏
名･

年

齢･

電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、は
が
き
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

申
し
込
み
・
詳
し
く
は

文
化
課(

〒
８
４
７
‐
８
５
１
１

･

西
城
内
１
番
１
号･

☎
７
２

‐
９
１
７
１･

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
２
‐

９
１
９
５･

Ｅ
メ
ー
ル b

u
n
ka@

city.karatsu
.lg

.jp
)

ま
た
は
旧

高
取
邸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会(

〒
８
４
７
‐
０
０
１
５･

北
城
内
５
番
４
０
号･

☎
７
５
‐

０
２
８
９)

平
成
22
年
度
唐
津
市
戦
没
者
追
悼
式

災
害
時
な
ど
の
緊
急
放
送
に
つ
い
て

Ｆ
Ｍ
か
ら
つ
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

旧
高
取
邸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集▲旧高取邸の外観(上写真)と能舞台(下写真)

▲�協定を締結し握手する坂井市長(左)と
森田 淳代表取締役(右)

地 区 と　き ところ

唐　津
4月20日(火)
午前10時30分から

市民会館
大ホール

北波多
4月21日(水)
午前11時から

北波多公民館

浜　玉
4月22日(木)
午前10時から

ひれふり
ランド

鎮　西
4月22日(木)
午前11時から

鎮西スポーツ
センター

肥　前
4月23日(金)
午前10時30分から

肥前文化会館
ハーモニー

呼　子
4月23日(金)
午前10時30分から

呼子公民館

厳　木
4月27日(火)
午前10時から

厳木町
保健センター

相　知
5月13日(木)
午前11時から

相知交流
文化センター

七　山 10月に開催の予定です。

障
害
者
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加

者
募
集

【
対
象
者
】

　�

市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
障
害
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん

【
と
　
き
】　

　
5
月
15
日（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
開
会

【
と
こ
ろ
】　

　
相
知
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

※
雨
天
時
決
行

【
参
加
料
】

　
無
料

【
申
込
期
限
】

　
５
月
７
日（
金
）

【
主
催
】

　
唐
津
市
身
体
障
害
者
団
体
連

　
合
会

申
し
込
み
・
詳
し
く
は

障
害
者
福
祉
会
館(

☎
７
２
‐

９
１
６
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
４
‐

５
６
２
８)

▲昨年の大会の様子
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【
と
　
き
】

　
５
月
23
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】

　�

鳥
栖
市
・
神
埼
市
・
基
山
町
・

み
や
き
町
・
上
峰
町
・
吉
野
ヶ

里
町
・
佐
賀
市
の
各
体
育
施

設

【
参
加
料
】

　�

選
手
・
監
督
一
人
に
つ
き
800
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※�

参
加
料
納
入
後
の
返
金
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
各

支
所
の
教
育
課
に
準
備
し
て

い
る
申
込
書
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、佐
賀
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　
４
月
12
日（
月
）

詳
し
く
は
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
７
２
‐
９
２
３
７
）
ま
た
は

各
支
所 

教
育
課

第
14
回
佐
賀
県
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

種　目　名 会　　場 備　　考

グラウンド･ゴルフ 鳥栖市陸上競技場 一般募集なし

ゲートボール 上峰町中央公園多目的広場(延期の場合:三根運動場) 一般募集なし

壮年サッカー 鳥栖市北部グラウンド 40歳以上

ソフトバレーボール 神埼中央公園体育館 年齢規定あり

女子ソフトボール 千代田グラウンド 30歳以上

ラージボール卓球 基山町総合体育館アリーナ 年齢規定あり

ターゲット･バードゴルフ 日の隈公園グラウンド 20歳以上

男女混合綱引 若基小学校体育館 年齢規定あり

年齢別テニス 基山町営テニスコート 年齢規定あり

年齢別ソフトテニス 鳥栖市民庭球場 年齢規定あり

バウンドテニス 中原体育館 年齢規定あり

年齢別バドミントン 北茂安体育館 年齢規定あり

壮年ボウリング メテオライト鳥栖 50歳代、60歳以上

マスターズ陸上競技 県総合運動場陸上競技場 年齢規定あり

インディアカ 三田川小学校体育館 20歳以上

フォークダンス 佐賀県職員互助会館体育室 年齢は問わない

トランポリン 佐賀女子短大6号館 20歳以上、少年の部あり

ペタンク 鳥栖北小学校運動場 20歳以上

オリエンテーリング 吉野ヶ里歴史公園 年齢規定あり

ハイキング 九千部山周辺(本部:鳥栖市民の森駐車場) 年齢は問わない

リズムダンス 麓小学校体育館 年齢は問わない

３B体操 次郎体育館 年齢は問わない

ミニテニス 鳥栖市民体育館･鳥栖中学校体育館 20歳以上

よさこい 上峰町民センター 年齢は問わない

ニュースポーツ体験コーナー 三根体育館 県民全般

第14回 佐賀県さわやかスポーツ･レクリエーション祭種目および会場
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○国家公務員採用Ⅰ種試験
　【受験資格】
 　・昭和52年４月２日から平成元年４月１日生まれの人
 　・�平成元年４月２日以降生まれで大学を卒業した人、平成23年３月までに卒業見込みの人および人事院が

同等と認める人
　【受付期間】　インターネット　４月１日(木) ～４月３日(土) ※３日(土)の午後10時をもって申し込み終了。
　　　　　　　郵送または持参　４月１日(木) ～４月８日(木)
　【第１次試験日】　５月２日(日)

○国家公務員採用Ⅱ種試験
　【受験資格】
 　・昭和56年４月２日から平成元年４月１日生まれの人
 　・�平成元年４月２日以降生まれで大学・短大・高専を卒業した人、平成23年３月までに卒業見込みの人およ

び人事院が同等と認める人
　【受付期間】　インターネット　４月10日(土) ～４月14日(水) ※14日(水)の午後５時をもって申し込み終了。
　　　　　　　郵送または持参　４月12日(月) ～４月21日(水)
　【第１次試験日】　６月20日(日)

○国税専門官採用試験
　【受験資格】
 　・昭和56年４月２日から平成元年４月１日生まれの人
 　・�平成元年４月２日以降生まれで大学を卒業した人、平成23年３月までに卒業見込みの人および人事院が同

等と認める人
　【受付期間】　４月１日(木) ～４月14日(水)　　【第１次試験日】　６月13日(日)

○労働基準監督官採用試験
　【受験資格】
 　・昭和56年４月２日から平成元年４月１日生まれの人
 　・�平成元年４月２日以降生まれで大学を卒業した人、平成23年３月までに卒業見込みの人および人事院が同

等と認める人
　【受付期間】　４月１日(木) ～４月14日(水)　　【第１次試験日】　６月13日(日)

○法務教官採用試験
　【受験資格】
 　・昭和56年４月２日から平成元年４月１日生まれの人
 　・�平成元年４月２日以降生まれで大学・短大・高専を卒業した人、平成23年３月までに卒業見込みの人およ

び人事院が同等と認める人
　【受付期間】　４月１日(木) ～４月14日(水)　　【第１次試験日】　６月13日(日)

　　　平成22年度

国家公務員採用試験

◎受験案内などの請求方法
　�返信用封筒(角形２号、140円分(国税専門官については120円分)の切手貼付、宛先・請求試験名明記)を同封した

封筒に、請求する試験名を朱書きし、下記問い合わせ先へ送付してください。

問い合わせ先　人事院九州事務局第二課試験係　〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-11-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(☎092-431-7733・FAX092-475-0565)
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暮らしの相談
市民相談室� （☎72-9122）
消費生活センター�（☎73-0999）
人権･同和対策課�（☎72-9125）
商工振興課� （☎72-9141）
佐賀県信用保証協会
� (☎0952-24-4343)
総務課� （☎72-9113）
唐津保健福祉事務所�（☎73-4185）

◆法律相談
(□問 市民相談室･各支所市民福祉課)

・４月 ２日(金)

	 13:00～16:00	浜玉支所１階相談室

・４月12日(月)

	 10:00～15:00	本庁市民相談室

・４月16日(金)

	 13:00～16:00	鎮西支所２階相談室

・４月19日(月)

	 10:00～15:00	本庁市民相談室

・４月20日(火)

	 13:00～16:00	相知支所１階相談室

・４月26日(月)

	 10:00～15:00	本庁市民相談室

・５月10日(月)

	 10:00～15:00	本庁市民相談室

※�本庁分については電話での申し込み

は受け付けていません。当日窓口の

みで午前８時30分から受付。１日

12人まで。相談時間は１人20分程

度です。

◆消費生活相談
(□問 消費生活センター)

・閉庁日を除く毎日

	 8:30～17:15	本庁市民相談室

◆人権相談
(□問 人権･同和対策課･各支所市民福祉課)

・４月 ７日(水)

	 13:00～16:00	本庁市民相談室

・４月 ８日(木)

	 9:00～12:00	七山公民館

・４月13日(火)

	 9:00～12:00	ひれふりランド(浜玉)

・４月20日(火)

	 9:00～12:00	肥前支所101号会議室

	 9:00～12:00	呼子支所会議室

	 13:00～16:00	厳木支所会議室

◆労働相談
(□問 商工振興課)

・４月13日(火)

	 10:00～16:00	県唐津総合庁舎

		 ２階会議室(坊主町)

◆金融相談
(□問 佐賀県信用保証協会)

・４月 ２日(金)

	 11:00～13:00	唐津上場商工会本所

	 14:00～15:00	唐津東商工会本所

・４月13日(火)

	 10:00～15:00	唐津商工会議所

◆行政相談(国の業務について)
(□問 総務課)

・４月 ８日(木)

	 9:00～12:00	七山公民館

・４月13日(火)

	 9:00～12:00	ひれふりランド(浜玉)

・４月14日(水)

	 10:00～15:00	本庁第１会議室

	 10:00～12:00	北波多老人憩の家

・４月15日(木)

	 9:00～12:00	相知支所別館会議室

・４月20日(火)

	 9:00～12:00	厳木支所２階会議室

	 9:00～12:00	呼子公民館

・４月21日(水)

	 13:00～16:00	鎮西支所相談室

◆健康に関する無料相談など
(□問 唐津保健福祉事務所)

場所／唐津保健福祉事務所(大名小路)

▼療育発達相談(要予約)

　４月７日(水)、５月12日(水)

	 14:00～14:30

▼エイズ相談

　毎週火曜日	 9:00～11:00

　※�４月20日(火)のみ17:00～19:00

の夜間もあります。

▼骨髄提供希望者登録受付(要予約)

　毎週木曜日	 9:00～11:00

▼精神保健福祉相談(要予約)

　毎週水曜日	 13:30～17:00

▼不妊相談(要予約)

　平日随時実施	 9:00～17:00

▼難病相談(要予約)

　４月16日(金)	14:00～16:00

▼肝炎ウィルス検査(要予約)

　４月20日(火)	15:00～19:00

唐津市消費生活センター
　唐津市消費生活センターでは、消費生活のトラブル(多重

債務などの借金整理、不当請求、契約や商品販売のトラブ

ル、クーリング･オフなど)に関する相談に、専門の相談員が

応じ、公正な立場で問題解決のための助言やあっ旋などを

行っています。

　必要な場合は、適切な機関を紹介します。

　消費生活に関する問題に１人で悩まずに気軽に相談して

ください。

消費生活センターの場所　本庁１階(詳細は右図のとおり)

ご活用ください!!
詳しくは(☎73-0999)

至 正面玄関→

←至 西別館 

唐津市消費生活センター
(本庁市民相談室内)

13 市報からつ　平成22年４月号



 

急な
病気・けが
の時は

休日などの救急医療体制

歯科休日当番医　《診療時間》9:00～12:00
問い合わせ　地域医療課(☎72-9270)

休日診療
(日曜･祝日)

内科・外科 9:00 ～ 21:00

小児科 9:00 ～翌6:00

平日診療
(内科･外科の診療はありません)

小児科(月～金) 20:00 ～翌6:00

小児科(土) 17:00 ～翌6:00

唐津救急医療センター� ※健康保険証を忘れずに持参してください。

まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。

入院が必要な重症患者には、二次救急医療機関（病院群輪番
制病院・救急告示病院）を紹介したり、搬送を行うなどの対

応をします。生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機
関（地域救命救急医療センター）へ搬送を行い、地域で救急医

療の完結を目指します。

◎『かかりつけ医』　　まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎『唐津救急医療センター』
かかりつけ医が不在の時は、唐津救急医療センター (千代田町･☎75-5199)で診療します。

≪初期救急医療機関≫

当番医は予告なく変更される場合があります。受診前に確認してください。
受診時は健康保険証を持参しましょう。

４月

 ４日(日) 今村歯科医院 ☎70-0222・神田

11日(日) 川上歯科医院 ☎78-2519・千々賀

18日(日) リキタケ歯科医院 ☎75-0055・町田1丁目

25日(日) 神吉歯科医院 ☎64-2075・北波多徳須恵

29日(木･祝) 上原歯科医院 ☎82-5674・呼子町殿ノ浦

５月

 ２日(日) 古賀歯科医院 ☎72-3506・山下町

 ３日(月･祝) 大浦歯科医院 ☎51-2622・北波多岸山

 ４日(火･祝) 吉村歯科医院 ☎72-2801・木綿町

 ５日(水･祝) 田辺歯科医院 ☎73-7183・坊主町

 ９日(日) 松浦歯科医院 ☎82-5211・鎮西町岩野

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは

唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血にご協力を！

唐津赤十字病院産婦人科医
師が２人体制になります

詳しくは　保健課(☎75-5161)

移動献血車がやって来ます

今年4月から唐津赤十字病院
産婦人科医師が２人体制とな
ります。詳しい記事の内容に
ついては23ページをご覧く
ださい。

北波多総合保健センター�
４月27日(火)� 13:30～16:00
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浜 　 玉

子育て
情報

トライ・ザ・しゅわ
浜玉は「浜」を表す手話と「玉」を表す手話を組み合わせて表現します。

近代図書館
新興町・☎72-3467

おはなしの会まつぼっくり
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　4/3･10･17･24　14:30 ～ 15:00

　近代図書館４階「ブックル」

◆小学生向け読み聞かせ
　4/3･10　15:15 ～ 15:45

　近代図書館３階ビデオルーム

相知図書館
相知町相知・☎62-4194

お話読み聞かせ会
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　4/3･17　14:00 ～ 15:00

　相知図書館　児童室

町田保育園子育て支援センター
町田３丁目・☎0120-192-168
　　　　　　☎72-5365

◆わんぱくサロン
　4/�5･6･7･8･9･10･12･13･14･15･16･

19･20･21･22･24･26･27･28･30
　5/6･7･8
　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

平原保育園
浜玉町平原・☎56-6529

◆なかよし広場

　4/7	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

　4/14	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

　4/21	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

　4/28	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

　5/12	 10:00 ～ 12:00	 平原保育園

毎週月曜日～金曜日(祝日除く)

	 10:00 ～ 16:00	 平原保育園

毎週土曜日(祝日除く)

	 8:00 ～ 13:00	 平原保育園

青葉保育園
二タ子１丁目・☎72-4788

◆あおばのつどい
　4/�5･6･7･8･9･10･12･14･15･16･19･

20･21･22･23･24･26･28･30

　5/6･7･8

　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

双葉保育園
浜玉町浜崎・☎56-8385

◆子育てひろば
　4/6	 10:00 ～ 11:30	 ひれふりランド

　4/13	 10:00 ～ 11:30	� 農村環境改

善センター

　4/20	 10:00 ～ 11:30	 ひれふりランド

　4/27	 10:00 ～ 11:30	� 農村環境改

善センター

　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）

	 10:00 ～ 16:00	 双葉保育園

　毎週土曜日（祝日除く）

	 8:00 ～ 13:00	 双葉保育園

呼子保育園
呼子町呼子・☎82-3926

◆ポッポの広場
　4/�6･8･9･10･13･15･16･20･22･23･

24･27･30
　5/6･7
　�時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

北波多第二保育園
北波多田中・☎64-2710

◆子育てサロン
　4/13	 10:00 ～ 11:00	� 北波多第二

保育園
　4/21	 10:00 ～ 11:00	� 北波多第二

保育園

◆ひまわり広場(前日までに要予約)
　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
　10:00 ～ 15:00　北波多第二保育園

唐津市ホームページ

http://www.city.karatsu.lg.jp

内くらしのインデックスに詳しい内

容を掲載しています。

山本保育園
山本・☎78-0156

◆ひなたぼっこ

　4/16	 11:00 ～ 11:50	 山本西隣保館

　�上記以外の毎週月･水･金曜日（祝日

除く）

　10:00 ～ 15:00　山本西隣保館

②�球を持つように両手のひらを向かい
合わせ、その球をなでるように両手の
ひらを動かします。（「玉」を表します）

①�波を表現した右手のひらを浜を表
現した左手の甲の上に動かしま
す。(「浜」を表します)
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情報
なんでん
　かんでん

平成23年歌会始の詠進歌募集
総務課（☎72-9113）

歌会始のお題　「葉（は）」
※�「葉」の文字を使用していれば、「若葉（わかば）」のように「葉」の文字の入っ

た熟語を使用しても差し支えありません。

詠進歌の詠進要領

　①�詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で１人１首とし、未発表のものに

限ります。

　②用紙は、半紙（習字用の半紙）とし、毛筆で自書してください。

　※氏名は本名を書いてください。

　※�職業は、なるべく具体的に書いてください。無職の場合は「無職」と書き、以

前に職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職業を書いてくださ

い。専業主婦の場合は「主婦」と書いて差し支えありません。

③�病気または身体障害のため毛筆で自書することができない場合は、代筆、

ワープロ、パソコンなどを使用できます。この場合、理由を別紙に書いてくだ

さい。視覚障害の人は、点字での詠進が可能です。

　※代筆の場合は、理由と一緒に代筆者の住所・氏名も書いてください。

注意事項

　次の場合には、詠進歌は失格となります。

　①お題を詠み込んでいない場合

　②１人で２首以上詠進した場合

　③詠進歌がすでに発表された短歌と同一または著しく類似している場合

　④�詠進歌を歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌その他の出版物、年賀状など

により発表した場合

　⑤代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠進歌

　⑥�住所、氏名、生年月日、職業を書いていないものその他この詠進要領によら

ない場合

詠進の期限　９月30日（木）※郵送は、同日消印有効

あ　て　先　〒100-8111　宮内庁

　�※封筒に「詠進歌」と書き添えてください。詠進歌は、小さく折って封入して

差し支えありません。

問い合わせ方法

　直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった

封筒を添えて、９月20日（月・祝）までに問い合わせてください。

　また、宮内庁ホームページ（http://www.kunaicho.go.jp/）をご参照くださ

い。

平成22年度（第1回）危険物
取扱者試験

平成22年度海上保安大学校・
海上保安学校学生採用試験

（財）消防試験研究センター　
佐賀県支部（☎0952-22-5602）

第七管区海上保安本部総務部人事課
第一人事係（☎093-321-2931）

試験の種類　甲、乙、丙種
と　　き　５月30日（日）
と こ ろ　佐賀大学本庄キャンパス
申込期間　書面申請
　　　　　　４月５日（月）～16日（金）
　　　　　電子申請
　　　　　　４月２日（金）～13日（火）
願書提出先　�〒840-0831佐 賀 市 松 原

１丁目２番35号
　　　　　佐賀商工会館別館２階
　　　　　�(財)消防試験研究センター

佐賀県支部
願書配付場所　唐津市消防本部、消防署
※�受験資格など詳しくはお問い合わ

せください。

○海上保安学校（特別）
試験種別　船舶運航システム課程
第1次試験日　５月16日（日）
申込期間　４月１日（木）～８日（木）
○海上保安学校
試験種別　船舶運航システム課程
　　　　　情報システム課程
　　　　　海洋科学課程
　　　　　航空課程
第1次試験日　９月26日（日）
申込期間　７月20日（火）～８月３日（火）
○海上保安大学校
試験種別　大学校
第1次試験日　10月30日（土）～ 31日（日）
申込期間　８月26日（木）～９月７日（火）
※�受験資格など詳しくはお問い合わ

せください。

書式図（横長） 
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高齢者パソコン講座受講生募集 カウンセリング公開講座受講生募集
唐津市老人クラブ連合会事務局

（☎70-2340）
佐賀いのちの電話　事務局

（ ☎0952-34-4186（ 平 日11:00
～ 16:00）、FAX0952-34-4166、
Eメール lifeline-1998@star.saganet.ne.jp）【基礎講座】（全24回）

対象者

　�市内在住の60歳以上の人で、パソ

コン初心者の人

と　　き

　�５月11日（火）～８月４日（水）の毎

週火曜日および水曜日

　10:00 ～ 12:00

と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ

定　　員　20人

　※申し込み多数の場合は抽せん

申込期限　４月23日（金）

受 講 料　6,000円

【応用講座】（全12回）

対象者

　�市内在住の60歳以上の人で、パソ

コン基礎講座を受講した人。また

は、マウス操作・文字入力がスムー

ズにできる人

と　　き

　�５月11日（火）～６月29日（火）の

毎週火曜日および水曜日

　13:30 ～ 15:30

と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ

定　　員　20人

　※申し込み多数の場合は抽せん

申込期限　４月23日（金）

受 講 料　14,700円

※�郵便はがき１枚を唐津市老人クラ

ブ連合会事務局（二タ子３丁目　り

ふれ内）に持参し、申し込んでくだ

さい。（8:30～17:15、土日は休み）

　この講座は、自己を見つめ、他者を

理解する人間関係基礎訓練などのカ

ウンセリングの基礎的学習です。電話

相談員を志す人やカウンセリングを

学びたい人、各種相談業務に携わって

いる人など、公開講座に参加してみま

せんか？

対 象 者　22歳以上の人

　　　　　（平成22年４月１日現在）

と　　き
　水曜班　�５月12日～８月18日の毎

週水曜日

　　　　　19:00 ～ 21:00

　土曜班　�５月８日～８月21日の毎

週土曜日（８月14日は休み）

　　　　　14:00 ～ 16:00

　※いずれも全15回

と こ ろ
　水曜班　アバンセ（佐賀市天神）

　土曜班　�メイトプラザ佐賀（佐賀市

兵庫町）

定　　員　各60人

受 講 料　20,000円

申込方法
　�受講申込書を郵送・ファックス・

Ｅメールなどで送付してください。

ホームページからも申し込みでき

ます。

申込期限　５月７日（金）

ホームページ

　�http://www2.saganet.ne.jp/

lifeline-1998/

※詳しくはお問い合わせください。

子どものホームステイ受け
入れ家庭募集
佐 賀 県 中 央 児 童 相 談 所（ ☎
0952-26-1212）、同唐津分室（☎
73-1141）

　夏休み期間中に、児童養護施設また

は乳児院の子どもたちを受け入れて、

家庭のぬくもりを体験させてくださ

る家庭を募集します。

対 象 者　県内在住の人

と　　き　�７月～８月（３～５日程

度。日帰りも可）

申込方法　�所定の申込用紙で、各児童

養護施設または乳児院に

申し込んでください。

申込期限　４月30日（金）

【児童養護施設】

　○「聖華園」

　　佐賀市金立町大字金立453

　　☎0952-98-1075

　○「済昭園」

　　嬉野市塩田町五町田甲3443

　　☎0954-66-2138

　○「洗心寮」

　　三養基郡基山町大字宮浦822

　　☎0942-92-2818

　○「慈光園」

　　唐津市十人町95

　　☎73-1988

　○「佐賀清光園」

　　佐賀市呉服元町5-18

　　☎0952-23-3295

　○「聖母園」

　　唐津市鎮西町馬渡島1638

　　☎82-9009

【乳児院】

　○「みどり園」

　　佐賀市金立町大字金立2215-30

　　☎0952-98-0247

糖尿病市民公開講座参加者募集
唐津東松浦医師会（☎75-5170）

　糖尿病に対する正しい知識について学び、今後の生活の改善について役立て
ましょう。
テ ー マ　「糖尿病の合併症にならないために～足もとから健康に～」
講　　師　佐賀大学医学部附属病院　肝臓・糖尿病・内分泌内科
　　　　　教授　安西 慶三　さん
と　　き　４月11日（日）　10:00 ～ 12:00
と こ ろ　唐津市民会館４階大会議室
入 場 料　無料
※�講演終了後、糖尿病についての相談コーナーを20分ほど設けます。血糖値測

定も無料で行います。
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ヨット教室参加者募集
唐津市ヨット連盟（☎73-7041）

唐津の海と仲良くなろう！
【小学３年生～中学生の部】
と　　き　平成23年３月末までの毎週日曜日
と こ ろ　佐賀県ヨットハーバー
参 加 料　2,500円（月額）

【中学生・高校生の部】
と　　き　平成23年３月末までの毎日
と こ ろ　佐賀県ヨットハーバー
参 加 料　中学生4,000円（月額）
　　　　　高校生5,000円（月額）

都市コミュ学びーや
５月開講主催講座受講生募集
都市コミュニティセンター

（☎73-6515）
外町児童センター（☎72-4447）

講座名
　【都市コミュ講座】

	� 唐津学・社交ダンス・ベトナム・

パソコン・オカリーナ・卓球・太

極拳・パッチワーク･絵画・家庭

菜園

　【児童センター教室】

	� スポーツレクリエーション・手作

り教室・英会話・バドミントン・

幼児教室

対 象 者　�市内在住、または勤務して

いる人

受 講 料　�無料（ただし、材料代・テ

キスト代は自己負担）

申込方法
　�都市コミュニティセンター、外町児

童センター窓口または電話で申し

込んでください。

申込期間　４月１日（木）～ 17日（土）

　　　　　※日曜日は除きます。

※�応募者が多い場合は抽せんし、少な
い場合は開講できないことがあり
ます。

中学生男子バレーボール教
室参加者募集
唐津市バレーボール協会

（☎090-4347-2372）

対 象 者　市内の中学生男子

と　　き　�４月９日～平成23年３月

30日

　　　　　毎週水曜日・金曜日

　　　　　18:30 ～ 20:30

と こ ろ　鬼塚中学校　体育館

定　　員　15人程度

参 加 料　500円（月額）

　　　　　※�別途スポーツ傷害保険

料が必要です。

初心者テニス教室参加者募集
唐津市テニス協会事務局（太閤テニス
クラブ内）（☎74-4331）

対 象 者　社会人

と　　き　�４月６日（火）～６月15日

（火）（全10回）

　　　　　19:20 ～ 21:20

と こ ろ　唐津市文化体育館

定　　員　50人（先着順）

参 加 料　�6,000円（ボール代・保険

料・コート使用料など）

剣道教室（碧水会）参加者募集
碧水会（☎090-7531-0969）

対 象 者　小学生・中学生

と　　き　�４月～平成23年３月

　　　　　毎週月曜日・水曜日

　　　　　　18:00 ～ 20:00

　　　　　毎週土曜日

　　　　　　10:00 ～ 12:00

と こ ろ　唐津市文化体育館　剣道場

参 加 料　3,000円（月額）

　この大会は、ユースナショナルチー

ム候補と420級世界選手権の代表を

決定する大会です。全国から100人を

超える中学・高校生が参加します。

と　　き　５月３日（月・祝）～５日（水・祝）

と こ ろ　唐津湾（佐賀県ヨットハーバー）

佐賀県ヨットハーバー内　大会実行
委員会事務局（☎73-7073）

　国土交通省武雄河川事務所では「松

浦川水系河川整備計画」に基づき、今

後の松浦川の川づくりを進めていく

ために、地域のみなさんと意見や情報

の交換を行います。

対 象 者　どなたでも参加できます。

と　　き　４月20日（火）

　　　　　18：30 ～ 20：30

と こ ろ　相知交流文化センター

※�事前の申し込みは不要です。傍聴席
を設けています。

「松浦川流域懇談会」を開催します
国土交通省　武雄河川事務所
調査課（☎0954-23-7933）

JOCジュニアオリンピックカッ
プ2010兼JSAFジュニア・ユー
スセーリングチャンピオンシッ
プ2010（ユース部門）の開催
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　国民年金保険料の納付が困難な学生で、前年所得が一定以下の場合、申請に
より保険料の納付が猶予されます。
　手続きには、学生証や在学証明書、印鑑、その他必要なものがあります。詳し
くはお尋ねください。

【学生納付特例申請が承認されると】
○�承認期間は、年金を受け取るために必要な受給資格期間には含まれますが、

受け取る年金額には反映しません。
○�承認期間は、障害基礎年金または遺族基礎年金を請求するときには保険料を

納めたときと同じ扱いです。
○�承認期間から10年以内は猶予された期間の保険料を納めることができます。
（２年を過ぎると加算額がつきます）

国民年金保険料の学生納付特例制度をご存知ですか？
唐津年金事務所（☎72-5161）、保険年金課（☎72-9121）、各支所市民福祉課

　後期高齢者医療保険料の保険料率

は、法律によって２年ごとに見直され

ます。

　今回、その見直しの結果、平成22 ～

23年度の保険料率は変更ありませ

ん。

　均等割額：47,400円

　所得割率：8.8%

※�平成22年度の保険料額は、６月中

に郵送する「平成22年度保険料額

決定通知書」をご覧ください。

平成22 ～ 23年度の後期高齢者
医療保険料率は変更ありません
保 険 年 金 課（ ☎72-9123）、佐 賀
県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合（ ☎
0952-64-8476）、各支所市民福祉課

　市民のみなさんに、大学での研究内

容を広く理解していただくため、オー

プンキャンパスを開催します。

内　　容
　・有用植物資源の展示と紹介

　・�天然物から糖尿病治療薬の開発

の挑戦！

　・韓国社会の紹介

　・�食育と健康に関する講演会（17日

のみ）

対 象 者　どなたでも参加できます。

と　　き　４月17日（土）～ 18日（日）

　　　　　10：00 ～ 17：00

と こ ろ　�佐賀大学海浜台地生物環

境研究センター（ＪＲ東

唐津駅南側）

佐賀大学海浜台地生物環境
研 究 セ ン タ ー　 オ ー プ ン
キャンパス開催
佐賀大学海浜台地生物環境研究セン
ター（☎77-4484）

光化学オキシダントにご注意ください
　光化学オキシダントとは、自動車の排ガスや工場などから排出されたばい

煙に含まれる物質が太陽の紫外線により化学反応を起こし生成される、有害

な物質のことです。光化学オキシダント濃度が高くなり、空が白く「もや」が

かかったような状態を「光化学スモッグ」と呼びます。

　光化学スモッグは、春から秋にかけて発生しやすくなり、その健康被害に

は「目がチカチカする」「のどが痛くてせきが出る」などの症状があります。

　光化学オキシダントの１時間値が0.12ppmを超えた場合に、県から光化

学オキシダント注意報が発令され、テレビ、ラジオ、インターネットや行政放

送などを通じて呼びかけます。

　光化学オキシダント注意報が発令されたら、次のようにしてください。

①外出を控えてください。

②屋外での激しい運動は避けてください。

③外気が室内に入らないよう窓を閉めてください。

④自動車の運転はできるだけ控えてください。

⑤�健康被害の症状が出たときは目や顔を洗い、うがいをして室内で休息し、

症状が回復しないときは医師の診察を受けてください。

　健康被害にあった場合は、市役所（本庁環境対策課または各支所市民福祉

課）や唐津保健福祉事務所にご連絡ください。

詳しくは　環境対策課(☎72-9124)、または各支所市民福祉課
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星空へ★ようこそ
ところ／唐津市少年科学館(二タ子３丁目・浄水センター内)

★観 望 会　時間／ 19:00 ～ 21:00（入館は20:30まで）
４月 ９日(金)　金星、土星、春の星座など
４月16日(金)　金星、土星、春の星座など
４月23日(金)　月、金星、土星、春の星座など

★プラネタリウム（無料）
毎週、水曜日～日曜日／①10:00 ～　②13:30 ～　③15:00 ～

詳しくは　唐津市少年科学館 (☎75-5855)

毎週　火曜日・木曜日(祝日を除く)
時間：午後７時まで
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録

証明書の交付/戸籍謄本(全部事項証明)･
抄本(個人事項証明)の交付/戸籍届出受付

　※転入・転出などの届け出はできません

予約受付時間　月～金(祝日を除く)� 9:00 ～ 16:00
受取時間　月～金(祝日を除く)� 17:15 ～ 20:00
　　　　　土･日･祝日　　　　  9:00～12:00
受取場所　予約をした本庁･支所の当直室
受け取れる証明書　住民票の写し
　　　　　　　　　(本人または同一世帯の人)
　　　　　　　　　印鑑登録証明書(本人)

詳しくは　市民課(☎72-9120)

電話予約で時間外に受け取れます

市民課窓口を延長します

納 税 の お 願 い
平成21年度

市・県民税　　　固定資産税
国民健康保険税　軽自動車税

納期限を過ぎています
納めていない人は至急納付してください

夜間納税相談は、毎月第２、第４木曜日
午後７時まで本庁税務課収納係で開設します

□問 税務課(☎72-9188)

外向発売所ドリームピット開設記念� １日～６日
ＧⅠ大村周年記念場外発売� ７日～ 12日
ＧⅠ競艇名人戦（徳山）場外発売� 13日～ 18日
藤の花特別� 19日～ 23日
ＧⅡ秩父宮妃記念（琵琶湖）場外発売� 24日～ 25日
尼崎一般競走場外発売� 26日～ 27日
ゴールデンウィーク特選競走� ４月28日～５月３日

４月
近代図書館（☎72-3467）
相知図書館(☎62-4194)

休館日

４月 ５ 日(月)

７ 日(水)

12日(月)

19日(月)

26日(月)

29日(木・祝)
※リレーナイター場外発売（12R終了後発売）
　３日～４日（蒲郡）、４日～９日（丸亀）、10日～ 15日（蒲郡）、
　16日～ 21日（若松）、22日～ 25日（丸亀）、26日～ 27日（蒲郡）、
　28日～ 30日（若松）

　　　　は本場・ドリームピットで発売
　　　　はドリームピットのみで発売

【営業時間】
　7:30 ～ナイター終了まで
※�ドライブスルーは午前7時

30分から午前10時までで
す。

※年間最大350日
※�唐津開催、全国ＳＧ･ＧⅠな

ど主要レースおよびナイ
ターレース発売

からつ競艇

JR和多田駅 JR虹ノ松原駅

ドリームピット

20市報からつ　平成22年４月号



歩く唐津街道の旅2010(唐津～鹿家) 「第４回市民美術祭」オープニング特別展「KOUKANⅢ」

図書館のイベント ぼたんと芍
しゃく

薬
や く

まつり

　国道202号沿いの唐津市、糸島市および福岡市の行
政と民間団体で構成する玄界灘風景街道パートナー
シップ推進会議メンバー「旧唐津街道ジャーニーラ
ン・ウォーク」では、４月から12月まで、唐津街道(約
130km)を９区間に分けて「歩く唐津街道の旅2010」
を実施します。
　今回は、出発地点の唐津から糸島市二丈鹿家まで
の約13kmを歩きます。

と　　き　４月25日(日)　小雨決行

集合場所　JR唐津駅　９時15分集合

参 加 料　無料
　　　　　※�昼食および飲み物は各自で準備してく

ださい。

コ ー ス　唐津神社～札の辻～県境包石～ JR鹿家駅
　　　　　※JR鹿家駅で解散します。
※歩きやすい服装で参加してください。

申し込み・詳しくは
唐津街道前原宿場通り応援隊(☎090-7459-0681)

　ゴタール会・和美会・唐津篆美会・一玄社・茜会

の５団体合同展。絵画と書が一堂に会します。

と　　き　４月８日(木) ～ 18日(日)10:00 ～ 18:00

　　　　　※18日(日)は17:00で終了

と こ ろ　近代図書館 美術ホール

休 館 日　４月12日(月)

入 場 料　無料

詳しくは　近代図書館(☎72-3467)

○４月25日は近代図書館へ行こう！
　内　　容　絵本の読み聞かせ、人形劇、楽しい音楽 など
　と　　き　４月25日(日)10:30 ～ 11:45、13:30 ～ 14:45
　と こ ろ　近代図書館 １階美術ホール
　入 場 料　無料
　詳しくは　近代図書館(☎72-3467)
○相知図書館こどもの日お話会
　内　　容　�絵本の読み聞かせ、エプロンシアター、

楽しい歌 など
　と　　き　５月１日(土)14:00 ～ 15:00
　と こ ろ　相知図書館
　入 場 料　無料
　詳しくは　相知図書館(☎62-4194)

　４月から５月にかけて、園内いっぱいに咲き誇る
ぼたんと芍薬を観賞しながらさわやかな春の１日を
過ごしてみませんか。
と　　き　４月15日(木) ～５月９日(日)9:00 ～ 17:00
と こ ろ　ぼたんと緑の丘(肥前町万賀里川)
入 場 料　大人 500円、小･中学生 300円
イベント内容
　�肥前町特産地場産品販売、ぼたん苗抽せん会、ぼた

ん苗販売、たけのこ堀り体験　など
詳しくは　ぼたんと緑の丘公園事務所(☎53-2032)
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《肥前》 早春コンサート
　 ２ 月12日、第17回 早 春
コンサートが肥前文化会館
ハーモニーで開催されまし
た。
　各小学校の合唱団が、京都
フィルハーモニー室内合奏
団の演奏に合わせ、元気な歌
声を披露し、観客を魅了しま
した。
　フィナーレは、出場合唱団
全員が「笑顔のまち肥前町」
を歌い上げ、会場は盛大な歓
声に包まれました。

《鎮西》 大盛況！鎮西町貝まつり

　３月７日、鎮西町漁協「かいの里部会」による貝まつり

が名護屋漁港で行われました。

　当日は、鎮西町で水揚げされた新鮮なカキや一口アワ

ビ、緋扇貝、サザエなどの販売が行われ、来場者は、新鮮な

魚介類をバーベキューで楽しみ、おいしさに満面の笑み

を浮かべていました。

　そのほかにも、緋扇貝釣りゲームやカキの大鍋、ブリの

刺身の無料試食サービスも行われ、鎮西町の新鮮な「海の

幸」をアピールし、終日にぎわいました。

《浜玉》 浜玉の町を激走！

　２月28日、恒例の「町内一周駅伝大会」が開催

され、21.6kmの浜玉町内を巡るコースで激戦

が繰り広げられました。

　選手たちは地区の代表として、沿道の声援を

力に変え、誇らしげに襷
たすき

リレーを行い、町内を駆

け抜けました。

　第52回目となった今年の大会は、渕
ふちのうえ

上地区が

通算27回目となる４連覇で幕を閉じ、２位には

横田上地区、３位には座
ざ

主
す

地区が入りました。
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《七山》 西木浦地区初優勝
　２月７日、第27回七山卓球大会が七山小中学校体育館で開催
されました。
　今年も中学生から60歳代までの幅広い年齢層の、卓球初心者

から上級者までの人たちが出場し
ました。
　夫婦や親子などのペアも見ら
れ、ハイレベルな試合や珍プレー
続出の試合の結果、８連覇を目指
す滝川地区を制し、西木浦地区が
悲願の初優勝を達成しました。

《北波多》 女性ネットワーク「未来」まつり
　２月21日、北波多女性ネットワーク「未来」主催による「未来まつ
り」が北波多公民館で開催されました。
　NBCラジオフリーアナウンサーよしのがり牟田さんを講師に迎
え、「口は幸いの元」と題して講演が行われました。「誰とでも何

の話でもいい、わかりやすい言
葉でコミュニケーション！こ
れが幸せに繋

つな

がるんです」との
牟田さんの話に、会場は笑いに
満ち、来場者は有意義なひとと
きを過ごしました。

《唐津》 唐津赤十字病院産婦人科医師が２人体制になります
　唐津赤十字病院の産婦人科の医師が今年４月から２人体制となる
ことが決定し、３月３日、唐津市周産期医療対策委員会の夏

なつ

秋
あき

洋
よう

一
いち

委
員長や唐津赤十字病院の志

し

田
だ

原
はら

 哲
さとし

院長などの関係者が唐津市役所
を訪れ、坂井俊之唐津市長に報告しました。
　医師が２人体制となることで、ある程度の症例に対応できるとして

関係者は安どの表情を見せていまし
たが、24時間体制で手術に対応する
には、最低でも３人の医師が必要で
あるとしてさらなる医師の確保を目
指すことにしています。

《厳木》 家族愛の大切さ
　３月４日、厳木地区青少年育成研修大会が開催されました。
　「いのち不思議なるもの」と題して武雄市の住職・馬渡芳

ほ う

憲
け ん

さ
んの基調講演が行われ、「人間にとって最も幸せなことは家族に

恵まれることである。辛さや
苦しみから逃げてしまう無
痛化社会を生きる子どもた
ちに、痛みから逃げないこと
を教えた上で温かく包み込
んでやることが大切である」
など、家族愛について考える
良い機会となりました。

《相知》 サークル活動で地域活性化
　相知町佐里地区では、一昨年から高齢者たちがパソコ
ンや気功、陶器などのサークルを立ち上げて生きがいに
する｢一人一芸サークルの里｣運動が活発に展開され、現
在15サークルが結成され活動しています。
　２月７日、このサークル連絡協議会主催の ｢区民ス
ポーツ文化祭｣が開催され、約100人が参加しました。
　各サークルの作品展や活動内容の紹介が行われたほ
か、気功体験講座も開かれ、参加者たちは講師の指導で
基礎的な呼吸法や柔軟体操を体験しました。

《呼子》 地域文化の継承
　２月13日、呼子公民館で、呼子町文化フォーラムが開
催されました。
　このフォーラムは、呼子町文化連盟設立10周年記念
事業として開催されたもので、およそ80人が参加しま
した。
　最初に「地域のやすらぎから生まれる平和と文化」と題
し、文化講演が行われました。次に、胡弓とピアノによる
ミニコンサートが行われ、奏でられる美しい響きに参加
者から大きな拍手が送られました。最後に「文化継承と地
域づくり」をテーマにしたシンポジウムが行われ、熱心な
討議に、参加者は真剣に耳を傾けていました。
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人 の 動 き（３月１日現在）

人口131,466人(△30)　　男62,031人(△13)　　女69,435人(△17)　　世帯48,475世帯(＋33)

　切木のボタンは、肥前町切木の出直登氏宅の庭先にあり
ます。ボタンは中国原産のボタン科の園芸植物・落葉低木
で、「立てばシャクヤク、座ればボタン、歩く姿はユリの花」
と昔から美人の姿にたとえられるように美しい花を咲か

せます。
　樹齢は300年を超えると推定され、現在は36株ほどに分
かれていますが、もとは１株であったと伝えられています。
　今から約420年前の文禄・慶長の役の際、岸岳城を居城
にしていた波多三河守が豊臣秀吉の怒りにふれ、改易・流
罪となりました。家来たちは城を焼き払って立退き、波多
三河守が大切にしていたボタンをここ切木に移し植えた
という伝説があります。
　切木のボタンは、毎年
４月中旬に満開期を迎
え、直径25㎝ほどの淡
い紅色の八重の大輪を
400個以上付け、多くの
人たちの目を楽しませ
てくれます。

□問 文化課(☎72-9171)

ふるさとの文化財巡り⑮

県指定天然記念物　切
きり

木
ご

のボタン

３月29日～４月４日
　春【ＨＡＲＵ】一番！コンサート
　【再放送】新唐津学「唐津の気象」
４月５日～４月11日
　消費者トラブル啓発ビデオ
　【再放送】春【ＨＡＲＵ】一番！コンサート
４月12日～４月18日
　食育シンポジウム　基調講演
　【再放送】消費者トラブル啓発ビデオ
４月19日～４月25日
　食育シンポジウム　パネルディスカッション
　【再放送】食育シンポジウム　基調講演
４月26日～５月２日
　唐津10マイルロードレース記念講演
　【再放送】食育シンポジウム パネルディスカッション

□問 広報公聴課(☎72-9189)

チャンネルからつ番組表開始時間 放送内容
避難所案内

5:00 唐津市ニュース
6:00 各課からのお知らせ　
7:00 唐津市ニュース　　　
8:00 各課からのお知らせ　
9:00 前週の特集番組再放送

11:00 各課からのお知らせ　
12:00 唐津市ニュース　　　
13:00 特集番組
15:00 各課からのお知らせ　
16:00 特集番組
18:00 各課からのお知らせ　
19:00 唐津市ニュース　　　
20:00 各課からのお知らせ　
21:00 唐津市ニュース　終了後特集番組
23:00 唐津市ニュース　　　
24:00 前週の特集番組再放送　終了後避難所案内

※都合により番組および時間を変更して放送する場合があります。

特集番組（番組編成の都合により、放送できない場合があ
ります。ご了承ください。）

唐津市ニュースは、耳
の不自由な人のため
に、文字テロップ付き
で放送しています。

(注)
各 番 組 の 終 了 後 は、

「お知らせ文字放送」
を放送します。

切木中学校

ぼたんと緑の丘

切木のボタン

切木小学校

至 

竹
木
場至 

入
野

国内最高峰の全日本ラリー選手権開幕！
第２回ツーリストトロフィー春同時開催！
4月11日(日)
★競技観戦（ギャラリーステージ）【要受付：有料】
　受付時間：8:00 〜 10:00
　受付場所：松浦河畔公園国際交流広場
　観 戦 料：1,000円（高校生以下無料）
　競技開始：1回目11:26 〜　2回目13:18 〜
　受付後に競技会場の案内を行います。
※競技観戦はスタッフの指示を厳守してください。

4月9日(金)17:00 〜
★セレモニアルスタート(唐津神社)【観覧無料】

4月10日(土) 〜 11日(日)10:00ころ〜
　サービスパーク(松浦河畔公園国際交流広場)【入場無料】
★2010WRC世界ラリー選手権第10戦
　「ラリージャパン」公式グッズコーナー
　地域物産販売コーナー、協賛各社展示ブース
　JAF展示会(10日(土)のみ)
★ちびっこ安全免許証発行【無料】

【問い合わせ】
主催：グラベルモータースポーツクラブ(七田)　☎090-8412-3549
http://ww21.tiki.ne.jp/~gravel-msc/gallery.html
唐津市地域支援課　☎72-9220
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